






研究目的 

近年治療不可能な卵管性不妊の治療法として,ヒト体外受精と子宮内胚移植が脚光を浴び

ているが,諸報告にみる限りでは成功率は低いのが現状である。安定した高い成功率を得る

ためには,今後いろいろの観点からの改良が必要であろうが我々は in vitro での受精率の

向上を目的として卵細胞の体外培養条件に関する基礎的検討を行なった。 


